Memories of Professor Norio Takemura by 大曽根 匡
竹村憲郎先生のご退職にあたって
























































































るための順番を自動的に決める SLポイント（Sabbatical Leave Point：研
究員派遣ポイント）システム，研究室の順番を決める研究室ポイントシス
テムなどです。これらのポイントシステムにより，声の大きな教員の順番
が理不尽に早くなるようなことが生じなくなりました。９号館が新築され
たときにも，経営学部の研究室の確保には腐心され，良い場所の研究室を
数多く獲得されました。
竹村先生は，新しいことを進んで取り入れるという気概をもっておられ
ます。たとえば，いわゆる「学生による授業評価」は，竹村先生が学部長
に就任されてすぐに手掛けられ，１９９５年に実施されました。今から１５年も
前のことです。この「学生による授業評価」は，他大学でも実施していた
大学はほんの数えるほどでした。そのような時期に，経営学部だけが経営
学部独力で実施し，先鞭をつけることになりました。竹村先生は，中山雅
博先生や嶺井正也先生を中心とした実施委員会を立ち上げられ，私もその
メンバーの一員として指名されました。授業評価の実施に関してはお手本
になるようなものが少なかったので，実施委員会では，調査項目の選択，
調査票の設計，アンケートの実施方法，アンケートの集計方法などを手探
りの状態で始めました。それ以上に，教員のほうに学生から授業を評価さ
れるという経験がないものですから，教員の意識改革をして，教員にこの
「学生による授業評価」に参加してもらうことが最大の課題でした。その
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難問に竹村先生はリーダーシップを発揮され，教授会の同意を得ることに
成功されました。経営学部の多くの教員は，「学生による授業評価」を好
意的に受け止めていたようです。実施委員会では，１２月に学生に対しアン
ケートをとり，２月にデータ集計を行い，そして，９月に報告書を発行す
ることができました。このようなスピードで達成できたのは，竹村先生の
知識と経験とリーダーシップによるところが大きいと思います。実は，竹
村先生はアンケート調査に慣れておられたのです。しかも，コンピュータ
によるデータ処理に関して熟知しておられ，さらに，経費についても，得
意とされる大学当局との交渉術により工面されました。このことが，短期
間に実施できた要因であると思います。具体的には，斎藤雄志先生と伊東
洋三先生が大型計算機の SASを利用して統計処理を行い，私がその集計
データに基づいて Excelを用いて表やグラフにまとめるという手順でデー
タ処理を行いました。このように，ヒト・モノ・カネを上手に使えば，内
部の教員だけでコンピュータを使って短期間に達成できるという発想を竹
村先生はもたれておられたのです。まさに経営者の発想ではないでしょう
か。
専修大学に大学入試センター試験を最初に導入されたのも竹村先生でし
た。その当時，C方式（数学重視）や D方式（英語重視）を経営学部の
独自入試として実施していましたが，これらの方式の受験生が減少しつつ
ありました。この状況をみて，この機会にセンター試験方式を取り入れた
ほうがよいと考えられたようです。今から１０年前の２０００年１月のことです
が，そのおかげで経営学部の教員だけがセンター試験の試験監督に駆り出
され，私も２日間連続で試験監督を行った思い出があります。しかし，そ
のおかげでセンター入試は専修大学の入学試験の大きな柱のひとつに育ち
ました。入学試験でいえば，「情報」という科目を一般入試の選択科目に
取り入れようと発案されたのも竹村先生でした。いや，私かもしれません。
いずれにせよ，竹村先生をチーフとし，魚田勝臣先生，渥美幸雄先生，渡
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辺展男先生，植竹朋文先生と私でチームを作り，高校の「情報」の教科書
を勉強し，問題作成を行いました。これも他大学でも前例のないことであ
ったので，手探り状態で始めました。２００６年度入試から始め，昨年の２００９
年度入試を最後に一旦休止することにしましたが，入学試験の問題として
バランスの良い出題形式を確立したと自負しております。この詳細につい
ては，本論集に掲載されている植竹先生筆頭の論文に譲ります。
また，高等学校の「情報教職」のカリキュラムも竹村先生が中心となっ
て始められました。これも１０年前のことですが，経営学部の情報管理学科
がネットワーク情報学部として独立した後に，経営学部の情報関係の目玉
となるカリキュラムを作成しようということで，新たに構築しました。竹
村先生と魚田先生と私の３名で「情報教職」のカリキュラムの設計をし，
全ての科目のシラバスを作成し，竹村先生が文部科学省に出向かれて申請
され，認可されました。これもかなりのスピードで構築しました。この「情
報教職」により，経営学部から多くの学生が高等学校の情報の教員として
巣立っています。
竹村先生はもともと「会計系列」の教員と思われている方も多いかと思
いますが，竹村先生はミネソタ大学大学院留学中にコンピュータについて
勉強されており，その関係で「データプロセッシング」担当ということで
採用されたようです。そういう意味では，「情報系」の教員として入職さ
れたわけです。後に専門である会計学関係の講義を担当されるようになり，
「会計系列」の教員になられたようです。その後，情報化社会の進展とと
もに，コンピュータや情報化のほうに興味を持たれて，担当講義のほうも
「経営情報論」のほうへシフトされました。そして，１０年前にネットワー
ク情報学部が誕生したときに，経営学部の情報や数学関連の専門科目の教
員が魚田先生と宇佐美先生と私の３名だけと弱体化したため，竹村先生に
「会計系列」から「情報管理系列」へ移籍していただいた経緯があります。
竹村先生は英語がご堪能であることでも有名です。外国人客の多いバー
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にご一緒させていただいたとき，すぐにそばの女性に英語で話しかけられ，
談笑されたのには驚かされました。その英語力を活かして，専修大学の国
際交流にも多大な貢献をされております。専修大学は１９８５年にネブラスカ
大学とサクケハナ大学の２大学と初めて国際交流協定を締結しましたが，
これを企画し実現させたのが竹村先生です。専修大学の国際化の礎を築か
れたといえましょう。
最後に，少し柔らかいほうの話も紹介したいと思います。竹村先生は美
食家です。雑誌や週刊誌などに掲載された話題のお店を切り抜いてファイ
リングされており，そういうお店を食べ歩くことを秘かな楽しみとされて
おります。２０年前ごろ，私は，お店の名前と電話番号などがびっしり書か
れてある竹村先生の手帳を拝見したことがあります。現在はケータイにお
店情報がたくさん入力されていることでしょう。私がある目的でレストラ
ンに行きたいなと思ったとき，竹村先生に相談すると，すぐに適当なお店
を紹介していただき助かっております。コストパフォーマンスを大事にさ
れる先生なので，紹介されたお店で悪かったことは一度もありません。お
酒に関しても，竹村先生は，ビール，日本酒，ウィスキー，焼酎と何でも
いける口ですが，最近はワインに特に思い入れがあるようです。「神の雫」
というまんが本でワインの勉強をされたと伺っておりますが，その知識の
豊富さにはついていけません。一方，カラオケは決してなさりません。し
かし，音楽自体はお好きなようで，シャンソンなどをときどき聞きにいか
れるという隠れた趣味も持っておられます。運動のほうは，６０歳からゴル
フを始められたようですが，こちらはゴルフ用具で勝負されているようで
す。良い道具が良いスコアの秘訣ということらしいです。ゴルフ＆麻雀大
会というのを先生のお仲間と定期的にされていると伺っております。この
ように，遊ぶことも大好きな先生です。
ところで，２０年前に竹村先生が実行委員長として開催されたセキュリテ
ィ・マネジメント学会ですが，奇遇なことに，竹村先生がご退職される今
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年，私が大会実行委員長として全国大会を開催することになりました。そ
こで，私もある新任の先生に，「来年学会を開催するので手伝ってもらえ
ないか。SM学会というんだよ。セキュリティ・マネジメント学会の略称
なんだが，よろしく頼むよ。」という感じでお願いしてしまいました。
先生とは２０年以上にも渡って公私ともどもお世話になり，お付き合いい
ただき感謝しております。長いお付き合いなので思い出話も尽きませんが，
紙面と締切りの関係上，このあたりで筆をおきたいと思います。４０年もの
長い間，経営学部のためにご尽力いただきありがとうございました。先生
は経営学部の歴史そのものです。それでは竹村先生，いつまでもお元気で。
（２０１０年１月１１日）
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